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2006年1月号 

［第132号］ 

町 章 

日
高
町
民
憲
章 

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し 

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を 

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

人
が
町
を
つ
く
り 

　
町
が
人
を
つ
く
る 

日高町の頭文字『ひ』を図
案化したもので、円形は住
民の融和と団結を表し、上
部の翼は町の飛躍、発展を
象徴しています。 

 人　口  　7,712人 

　男　  　 3,660人 

　女  　　 4,052人 

世帯数  　 2,610戸 

編集発行 日高町役場 

 　 0738-63-2051㈹ 

平成17年11月30日現在 

昨 年 の 成 人 式  
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
希

望
に
満
ち
た
平
成
十
八
年
の
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
町
政
の
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
か
ら
、
社
会
ニ
ー
ズ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
す
が
す
が

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
議
会
活
動
に
対
し
、
格

段
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
、

に
あ
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
新
た
に
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

の
乳
幼
児
保
育
を
始
め
る
と
と
も

に
、
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

の
誘
致
を
図
り
、
関
係
各
位
の
協

力
の
も
と
昨
年
七
月
に
社
会
福
祉

法
人
太
陽
福
祉
会
が
、
パ
ン
工
房

サ
ン
フ
ル
ひ
だ
か
を
開
所
い
た
し

ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
国
・
県
の
補
助

を
受
け
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
春
開
局
予
定
で
す
が
、
行

深
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
九
月
に
行
わ
れ
た

総
選
挙
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙

と
な
り
ま
し
た
。
郵
政
民
営
化
の

是
非
が
争
点
と
さ
れ
、
そ
の
こ
と

に
反
対
し
た
議
員
の
選
挙
区
に
は

刺
客
と
言
わ
れ
る
候
補
者
を
送
り

込
み
、
大
多
数
が
当
選
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
や
結
果
は
、
真

の
分
権
改
革
へ
と
新
し
い
時
代
を

予
感
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
四
月
、
地
方
分
権

政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、
緊
急

情
報
、
福
祉
情
報
、
地
域
の
住
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
文
化
・
教

養
情
報
な
ど
多
様
な
情
報
の
提
供

に
心
掛
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
地
方
分
権
と
財
政
再
建

を
同
時
に
目
指
す
「
三
位
一
体
の

改
革
」
な
ど
で
、
本
町
に
お
い
て

も
地
方
自
治
の
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
体
質
の
強
化
を
図
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
水
道
事
業
で
は
、
簡
易

水
道
を
統
合
し
独
立
採
算
を
視
野

に
入
れ
た
企
業
会
計
に
移
行
し
ま

し
た
。

ま
た
、
特
別
職
等
の
給
料
の
削

減
や
調
整
手
当
の
廃
止
等
に
よ
る

一
括
法
の
施
行
以
来
、
分
権
社
会

は
理
念
か
ら
現
実
と
な
り
、
そ
し

て
よ
り
厳
し
い
政
治
過
程
に
入
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
私
が
所
属

し
て
い
る
全
国
町
村
議
会
議
長
会
、

町
長
が
所
属
す
る
全
国
町
村
長
会

を
は
じ
め
地
方
六
団
体
は
、
真
の

地
方
自
治
の
実
現
に
向
け
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
我
が
日
高
町
に
お
い
て

は
、
美
浜
・
由
良
町
と
の
三
町
合

併
問
題
や
由
良
町
と
の
二
町
合
併

問
題
に
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
、

人
件
費
の
削
減
な
ど
健
全
財
政
を

維
持
す
る
た
め
、
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、「
日
高
町

行
財
政
改
革
大
綱
」・「
日
高
町
財

政
健
全
化
計
画
」
等
を
策
定
し
ま

し
た
。

日
高
町
行
財
政
改
革
大
綱
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
か
ら
事
務
事
業

調
書
を
提
出
さ
せ
、
課
長
級
で
組

織
す
る
「
行
財
政
改
革
実
施
計
画

策
定
委
員
会
」
で
、
事
業
の
絞
り

込
み
・
検
討
を
行
い
、更
に
は
、「
行

財
政
改
革
推
進
本
部
」
で
検
討
に

検
討
を
重
ね
、
国
の
指
針
に
基
づ

き
策
定
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
住
民
代
表
か
ら
な
る

「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の

単
独
町
政
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
市
町
村
合
併
の

動
き
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、

当
面
は
行
財
政
改
革
に
力
を
注
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
三

月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
自

ら
の
議
員
定
数
や
報
酬
な
ど
を
は

じ
め
、
町
が
行
財
政
改
革
大
綱
を

作
成
し
、
推
進
す
る
行
財
政
改
革

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
行
財

政
改
革
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
こ
と
に
つ

意
見
を
尊
重
し
、
町
民
は
じ
め
、

関
係
方
面
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
全
庁
が
一
体
と
な
っ
て
行

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
高
町
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
一
段
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
に

と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

い
て
も
議
論
を
深
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
ど
も
議
会
議
員
と
し
ま
し
て

も
、
こ
う
し
た
新
時
代
の
地
方
自

治
を
切
り
拓
く
た
め
、
よ
り
一
層

の
資
質
や
能
力
の
向
上
に
努
め
、

研
鑽
を
積
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

日高町議会議長

一 松　輝 夫
日高町長 

中 　善 夫
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平
成
18
年
度
町
立
保
育
所
園
児

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
者

平
成
17
年
10
月
以
前
に
出
生
し
、

小
学
校
入
学
時
ま
で
の
児
童

※
平
成
17
年
度
よ
り
志
賀
保
育
所

で
は
低
年
齢
児
保
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
町
内
在
住
の
児
童
で
０

歳
児
（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在

で
生
後
６
ヶ
月
を
経
過
し
て
い
る

乳
児
）
及
び
１
歳
児
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
入
所
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
０
歳
及

び
１
歳
児
の
入
所
定
員
は
若
干
名

で
す
。

内
原
・
比
井
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
２
歳
児
か
ら
の

保
育
と
な
り
ま
す
。

■
入
所
手
続

入
所
申
込
書
は
、
住
民
課
ま
た

は
内
原
・
志
賀
・
比
井
の
各
保
育

所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
下
記
の
日

時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
通
園
さ
れ
て
い
る

児
童
の
皆
さ
ん
も
、
引
き
続
き
通

園
さ
れ
る
場
合
は
、
新
た
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
通
園
バ
ス

通
園
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

誓
約
書
を
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
通
園
時
の
安

全
確
保
の
た
め
３
歳
児
未
満
の
送

迎
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
入
所
決
定

入
所
申
し
込
み
に
基
づ
き
審
査

の
結
果
、
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
入

所
承
諾
書
を
保
護
者
宛
に
送
付
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
電
話
な
ど
に

よ
る
事
前
の
照
会
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
☎
園

３
８
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、

青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、
教
育

委
員
会
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成

の
一
環
と
し
て
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
資
格

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
あ
る
い
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

■
課　
　

題

青
少
年
健
全
育
成
に
関
し
た
も

の
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域

づ
く
り
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど

も
を
守
る
運
動
に
関
し
た
も
の
、

助
け
合
い
・
仲
間
作
り
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
関
し
た
も
の
、

交
通
事
故
防
止
や
未
成
年
の
飲

酒
・
喫
煙
防
止
な
ど
に
関
し
た
も

の
。

■
応
募
方
法

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
学
校

名
・
学
年
・
氏
名
を
、
一
般
に
つ

い
て
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
（
☎
園
３
８
１
２　

Ｆ

Ａ
Ｘ
園
３
３
５
３
）
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
青
少
年
健
全
育
成

事
業
に
の
み
利
用
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

１
月
31
日
（
火
）

■
入
選
発
表

２
月
下
旬

平
素
は
、
町
内
外
よ
り
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
開
館
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
本
年
も
ご
利

用
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
27
日
（
火
）
休
館

28
日
（
水
）
休
館

29
日
（
木
）
休
館

30
日
（
金
）
休
館

31
日
（
土
）
休
館

１
月
１
日
（
日
）
休
館

２
日
（
月
）
開
館

３
日
（
火
）
開
館

１
月
４
日
（
水
）
か
ら
平
常
ど

お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

開
館
時
間
は
、
午
前
11
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
、
入
浴
受
付
は
午

後
８
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
温
泉
館
「
海
の

里
」
み
ち
し
お
の
湯
（
☎
堰

２
６
２
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度　

保
育
所
園
児
を
募
集
し
ま
す
！

☆
☆ 

受
付
は
1
月
11
日（
水
）か
ら 

☆
☆

町立保育所入所申込書の受付日程
期　日 対象地区名 受付場所（ＴＥＬ） 受付時間

1 月11 日
（水）

内 原 地 区
内原保育所（63-2154） 9：30～ 10：00

中央公民館（63-3811） 13：00 ～ 15：00

1 月12 日
（木）

志 賀 地 区 志賀保育所（64-2260） 9：30～ 11：00

比井﨑地区 比井保育所（64-2262） 13：00 ～ 14：30

全 地 区 役場住民課（63-3800） 17：00 ～ 19：00

なお、中央公民館がまだ使用できない場合は、役場住民課で行います。

青
少
年
健
全
育
成

標
語
募
集
！

温
泉
館
「
海
の
里
」

み
ち
し
お
の
湯

開
館
の
ご
案
内



平成１８年１月 広報ひだか 第１３２号

4

総 務 費 民 生 費 消 防 費 公 債 費

そ の 他教 育 費土 木 費衛 生 費 農林水産業費

116,740 円 151,301 円

45,824 円 73,372 円 99,355 円 38,843 円 36,611 円

16,210 円 63,932 円

町民 1人当たり

に使われたお金

642,188 円

町民 1人当たり

が納めた税金

75,430 円
（平成 17年 3月末の　
　　　7,660 人で計算）

歳入総額 
5,063,074

町　税 
577,792 
(11.4%)

繰入金 
961,113 
(19.0%)

町債 
623,100 
(12.3%)

県支出金　552,589（10.9％） 

国庫支出金 
317,631（6.3％） 

地方交付税 
1,588,939 
（31.4％） 

分担金・負担金 
使用料・手数料 
財 産 収 入  
繰 越 金  
諸 収 入  

地方譲与税 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地方特例交付金 
交通安全対策 

64,999（1.3％） 
8,634（0.2％） 
1,770（0.0％） 
1,622（0.0％） 
54,238（1.1％） 
23,876（0.5％） 
22,068（0.4％） 
1,063（0.0％） 

99,975（2.0％） 
59,687（1.2％） 
5,219（0.1％） 
79,168（1.5％） 
19,591（0.4％） 

一 般 会 計  

1,802,545 
（35.6％） 

3,260,529 
（64.4％） 

　平成16 年度の決算が、昨年の9月議会で認定されました。一般会計の収支状況は歳入50 億6,307 万4 千

円に対し、歳出49億1,916 万3千円。歳入歳出差し引きは、1億4,391 万1千円の黒字決算となっています。

　このうち、平成17 年度への繰越事業費として、6,846 万6 千円と財政調整基金へ4,000 万円を積立てし、

実質は3,544 万5千円が平成17年度への繰越金となります。

自主財源

依存財源

1,802,545千円（35.6％）

3,260,529千円（64.4％）
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特　別　会　計 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引

簡 易 水 道 事 業 379,293 204,523 174,770

国 民 健 康 保 険 344,786 320,931 23,855

老 人 保 健 920,324 920,208 116

同和対策住宅新築資金 17,552 16,302 1,250

同和対策宅地取得資金 846 737 109

指 導 主 事 共 同 設 置 1,938 1,938 0

土 地 取 得 36,297 1,042 35,255

下 水 道 事 業 969,324 965,002 4,322

介 護 保 険 事 業 420,712 418,405 2,307

合　　　　　計 3,091,072 2,849,089 241,983

各基金の現在高 （単位：千円）

項　　　　　　　目 平成 16年度末

財 政 調 整 1,060,324

減 債 208,294

ふ る さ と 創 生 0

地 域 づ く り 推 進 事 業 325,454

高 齢 者 福 祉 22,680

土 地 開 発 127,186

中 山 間 ふ る さ と 水 と 土 保 全 10,000

合　　　　　　　計 1,753,938

地方債の現在高 （単位：千円）

会　　　計　　　名 平成 16年度末

一 般 会 計 3,942,545

簡 易 水 道 特 別 会 計 1,148,757

住 宅新築資金貸付金特別会計 75,995

宅 地取得資金貸付金特別会計 5,768

下 水 道 特 別 会 計 1,994,252

合　　　　　　　計 7,167,317

平成16年度決算
歳入

歳出 4,919,162,893円
5,063,074,297円

人件費 
730,664 
（14.9%） 

物件費 
655,213 
（13.3%） 

補助費等 
486,470 
（9.9%） 

扶助費 
174,462 
（3.5%） 

維持補修費 
16,627（0.3%） 

繰出金 
344,173（7.0%） 

積立金 
314,028（6.4%） 

災害復旧事業費 
118,878（2.4%） 

公債費 
489,718 
（10.0%） 

普通建設事業費 
1,588,930 
（32.3％） 

歳出総額 
4,919,163

総務費 
894,228 
（18.2%） 

民生費 
1,158,966 
（23.6%） 

衛生費 
351,011（7.1%） 

農林水産業費 
761,062 
（15.5%） 

土木費 
562,030 
（11.4%） 

消防費 
124,166 
（2.5%） 

教育費 
297,537 
（6.0%） 

災害復旧費 
118,878（2.4%） 

公債費 
489,718 
（10.0%） 

議会費 
79,093（1.6%） 

商工費 
82,474（1.7%） 

歳出総額 
4,919,163

目的別内訳 

性質別内訳 

1,707,808 
（34.7％） 

2,063,436 
（41.9％） 
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　日高町では、住民福祉の向上や豊かで住みよい町づくりなどのため、いろいろな事務・事業を行って

います。これらの仕事に携わっている町職員の給与等の現状を知っていただくために、その内容につい

てお知らせします。

会　計　区　分 住民基本台帳人口
歳出総額 
A

実質収支
人件費
B

人件費率
A/B

（参考）
15年度の
人件費比率

一 般 会 計 決 算 平成 17年 3月末現在
7,660 人

4,842,807 69,282 712,247 14.7％ 16.2％

公営企業等会計決算 1,169,525 179,092 58,650 5.0％ 4.2％

①人件費の状況（平成 16年度）        （単位：千円）

（注）１．人件費は、特別職に支給される給料及び報酬等を含んでいます。
２．公営企業等会計決算は、簡易水道事業と下水道事業特別会計の合計額です。

会　計　区　分
職員数
A

給　　　　与　　　　費 １人当たりの
給与費　B/A給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

一 般 会 計 決 算 88人 317,931 32,720 129,704 480,355 5,459

公営企業等会計決算 9人 31,607 4,044 12,996 48,647 5,405

②職員給与費の状況（平成 17年度）       （単位：千円）

（注）１．職員手当には退職手当は含まれていません。
２．給与費は、当初予算に計上された額です。

区　　　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

日   高   町 40.7 歳 311,500 円 347,600 円

国 40.3 歳 329,728 円 382,092 円

③職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 17年 4月 1日現在）

区　　　　　分
日　　高　　町 国

初　任　給 2年後の給料 初　任　給 2年後の給料 

一般行政職
大 学 卒 170,700 円 184,400 円 170,700 円 184,400 円

高 校 卒 138,800 円 148,500 円 138,800 円 148,500 円

④職員の初任給の状況（平成 17年 4月 1日現在）

区　分 8　級 7　級 6　級 5　級 4　級 3　級 2　級 1　級 計

標準的な
職務内容

公 室 長
参 事

課 長
課 長
副 課 長
主 幹

課長補佐 係 長 上級職員 中級職員 初級職員

職 員 数 2 人 7人 4人 11 人 20 人 9人 8人 2人 63 人

構 成 比 3.2％ 11.1％ 6.3％ 17.5％ 31.7％ 14.3％ 12.7％ 3.2％ 100％

⑥一般行政職の級別職員数の状況（平成 17年 4月 1日現在）

（注）１．町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　　　　　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職
大 学 卒 249,200 円 301,300 円 334,000 円

高 校 卒 205,800 円 255,400 円 308,600 円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 17年 4月 1日現在）
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区　　　　　　　分 平成 16年度 平成 17 年度

一 般 行 政 職

職　員　数 A 58 人 63 人

普通昇給機関（12～ 24 月）を
短縮して昇給した職員数　　B

3人 9人

比　　　率　B/A 5.2％ 14.3％

⑦昇給期間短縮の状況

日　　高　　町 国

期　末　手　当 3.0 月 期　末　手　当 3.0 月

勤　勉　手　当 1.4 月分 勤　勉　手　当 1.4 月分

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級
等による加算措置　　有

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級
等による加算措置　　有

⑧期末手当・勤勉手当（平成 17年 4月 1日現在）

日　　高　　町 国

支給率 自己都合 勧奨・定年 支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.00 月分 27.30 月分 勤続 20 年 21.00 月分 27.30 月分

勤続 25 年 33.75 月分 42.12 月分 勤続 25 年 33.75 月分 42.12 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分 勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 制限なし その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2％～20％）

⑨退職手当（平成 17年 4月 1日現在）

⑩調整手当（平成 17年 4月 1日から廃止）

区　　分 給料月額等 期末手当

町　　　長 675,000 円
（平成 16 年度支給割合）

3.0 月分
助　　　役 558,000 円

収　入　役 500,000 円

議　　　長 300,000 円
（平成 16 年度支給割合）

3.0 月分
副　議　長 250,000 円

議　　　員 230,000 円

⑪特別職の報酬等の状況（平成 17年 4月 1日現在）

区　分
部　門

職　員　数
対前年増減数 摘　　　要

平成 16年 平成 17 年

一 般 行 政 部 門 74人 73 人 △1人 一般行政・保育所

特 別 行 政 部 門 11人 12 人 1人 教育委員会

公営企業等会計部門 13人 12 人 △1人 上下水道・介護

合　　　　計 98人 97 人 △1人 町条例に定める職員定数　105 人

⑫部門別職員数の状況（各年 4月 1日現在）

（注）４月１日現在の職員配置に基づき算定したもので、臨時又は非常勤職員を除いています。
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日
高
町
行
財
政
改
革
大
綱

日
高
町
行
財
政
改
革
大
綱

第
１
章

　

行
財
政
改
革
の

　
　
　
　
　

基
本
方
針

１
．
は
じ
め
に

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

昭
和
60
年
12
月
に
「
日
高
町
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
平
成
８

年
１
月
と
平
成
11
年
５
月
に
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

第
１
次
・
第
２
次
行
政
改
革
で

は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織

機
構
の
簡
素
合
理
化
、
給
与
の
適

正
化
、
定
員
管
理
の
適
正
化
、
民

間
委
託
、
Ｏ
Ａ
化
等
事
務
改
革
の

推
進
、
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置

及
び
管
理
運
営
、
効
果
的
な
行
政

運
営
と
職
員
の
能
力
開
発
等
の
推

進
、
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地

方
議
会
に
つ
い
て
の
９
項
目
を
重

点
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
第
３
次
行
政
改
革
で
は
、

平
成
９
年
11
月
、
自
治
省
よ
り
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革

大
綱
の
改
定
・
実
施
が
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
「
地
方
自
治
・
新

時
代
に
対
応
し
た
地
方
公
共
団

体
の
行
政
改
革
推
進
の
た
め
の
指

針
」
が
示
さ
れ
、
平
成
11
年
５
月

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

地
方
自
治
の
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
時
代

に
即
応
し
た
組
織
機
構
の
見
直
し
、

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
の

推
進
、
効
果
的
な
行
政
運
営
と
職

員
の
能
力
開
発
等
の
推
進
、
行
政

の
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
公
正
の
確
保

と
透
明
性
の
向
上
、
会
館
等
公
共

施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営
、
公

共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
対
策
、
広

域
行
政
の
推
進
の
９
項
目
を
重
点

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
改
革
に
よ
り
、
組

織
機
構
の
再
編
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
事
務
・

事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
絶

え
ず
見
直
し
を
行
い
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る

な
ど
、
積
極
的
に
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
や
情
報
通
信
技
術

の
急
速
な
発
展
、
環
境
問
題
な
ど
、

社
会
経
済
情
勢
は
急
激
に
変
化
し
、

ま
た
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収

減
や
国
の
三
位
一
体
の
改
革
の
影

響
を
受
け
、
本
町
を
取
り
巻
く
行

財
政
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
更

に
行
財
政
改
革
を
進
め
る
べ
く
、

平
成
17
年
３
月
、総
務
省
よ
り「
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革

の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指
針
」

が
示
さ
れ
、
新
し
い
視
点
に
立
っ

た
一
層
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

２
．
行
財
政
改
革
の
目
標

分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、
地
方
自

治
体
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
一

層
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
新
し

い
視
点
に
立
っ
て
不
断
に
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
行
財
政
を
取
り
巻
く
環

境
も
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
改
め
て
そ
の
責
務
を

自
覚
し
、
住
民
福
祉
の
増
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
本

町
の
活
性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と
の
出
来

る
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。

３
．
行
財
政
改
革
の
基
本
方
針

日
高
町
を
取
り
巻
く
極
め
て
厳

し
い
行
財
政
環
境
の
中
で
、
今
後

ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
新
し

い
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

に
は
、
住
民
と
の
協
働
が
必
要
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
で

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営

を
進
め
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て

更
な
る
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

地
方
自
治
の
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化
、

行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織
、
定

員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
、
人

材
育
成
の
推
進
、
公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上
、
電
子
自
治
体
の

推
進
、
自
主
性
・
自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
保
、
地
方
議
会
の

８
項
目
を
重
点
に
引
き
続
き
積
極

的
に
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
。

行
財
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
日
高
町
行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
、
全
庁

が
一
体
と
な
っ
て
、
町
民
を
は
じ

め
、
関
係
方
面
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

第
２
章

　

行
財
政
改
革
の

　
　

基
本
的
な
考
え
方

１
．
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重

点
化

（
１
）
民
間
委
託
の
推
進

事
務
・
事
業
全
般
に
わ
た
り
、

民
間
委
託
等
の
推
進
の
観
点
か
ら

の
見
直
し
を
行
う
。

（
２
）
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

町
営
で
管
理
し
て
い
る
す
べ
て

の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
管
理
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
３
）
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健

全
化上

水
道
事
業
に
つ
い
て
、
経
営

の
総
点
検
を
行
い
、
経
営
健
全
化

に
取
り
組
む
。

（
４
）
地
域
協
働
の
推
進

効
率
的
な
行
政
を
実
現
す
る
た

め
、
区
及
び
各
種
団
体
と
積
極
的

に
協
働
し
、
開
か
れ
た
行
政
運
営

を
推
進
す
る
。

ま
た
、
環
境
問
題
や
高
齢
化
、

更
に
震
災
等
の
緊
急
事
態
等
行

政
だ
け
で
は
十
分
対
応
で
き
な
い

様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、
住

民
と
の
協
働
・
共
助
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
。
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２
．
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
を
可
能
と
す

る
組
織

行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
・
効
率

化
の
観
点
に
立
っ
て
、
新
た
な

行
政
課
題
や
複
雑
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
施
策
の
重
点
化
に

沿
っ
た
組
織
・
機
構
の
構
築
を
目

指
す
。

　
３
．
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適

正
化

（
１
）
定
員
管
理
の
適
正
化

徹
底
し
た
事
務
・
事
業
の
見
直

し
や
事
務
処
理
の
効
率
化
、組
織
・

機
構
見
直
し
等
に
よ
り
、
職
員
数

の
抑
制
に
取
り
組
み
、
真
に
必
要

な
新
規
の
行
政
需
要
に
対
し
て
も

現
有
職
員
の
中
で
対
応
す
る
こ
と

を
基
本
に
、
定
員
管
理
の
適
正
化

に
取
り
組
む
。

（
２
）
給
与
の
適
正
化

厳
し
い
社
会
情
勢
や
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
厳
格
な
定
員
管
理
に

加
え
、
能
力
・
職
責
・
業
績
を
重

視
し
た
給
与
制
度
を
構
築
し
、
職

員
・
組
織
の
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
る
。

４
．
人
材
育
成
の
推
進

自
主
自
立
を
求
め
ら
れ
る
分
権

型
社
会
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
で
あ
り
、
人
材
育
成
基
本
方

針
を
基
に
、
総
合
的
な
人
材
育
成

に
努
め
る
。

５
．
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の

向
上

行
政
手
続
条
例
や
情
報
公
開
条

例
を
基
に
、「
住
民
に
開
か
れ
た

町
政
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
情

報
公
開
に
努
め
る
。

６
．
電
子
自
治
体
の
推
進

電
子
自
治
体
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
、
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
は
じ
め
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
等
の
導
入
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

今
後
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
効
率
化
・
透
明
性
の
向
上
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
留
意
し
な

が
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
を
推
進
し
、
低
廉
な
コ
ス

ト
で
高
い
水
準
の
運
用
を
実
現
す

る
よ
う
取
り
組
む
。

７
．
自
主
性
・
自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
保

（
１
）
経
費
の
節
減
合
理
化
等
財

政
の
健
全
化

合
併
問
題
に
取
り
組
む
中
で
、

自
ら
の
財
政
状
況
の
分
析
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
、

事
務
・
事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
歳
出
全
般
の
効
率
化

と
財
源
配
分
の
重
点
化
を
図
る
と

と
も
に
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
財
政
構
造
の
改
善
に
努
め

る
。一

方
、
三
位
一
体
の
改
革
に
お

け
る
税
源
移
譲
の
進
展
に
伴
い
、

更
に
税
負
担
の
公
正
確
保
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
税
の
徴
収
率
の
向

上
や
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に

努
め
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
。

（
２
）
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

各
種
補
助
金
等
に
つ
い
て
、
行

政
と
し
て
対
応
す
べ
き
必
要
性
、

費
用
対
効
果
、
経
費
負
担
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
、
検
証
す
る
と
と

も
に
、
終
期
の
設
定
や
評
価
の
導

入
に
よ
り
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、

計
画
的
に
縮
減
ま
た
は
廃
止
す
る
。

（
３
）
公
共
工
事

公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
重
点
化
・
効
率
化
を
進
め
、
計

画
的
な
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

各
工
事
間
の
連
携
強
化
、
同
時
一

括
発
注
等
に
よ
り
コ
ス
ト
縮
減
を

進
め
て
い
る
。

ま
た
、
公
共
工
事
の
入
札
・
契

約
に
つ
い
て
は
、
透
明
性
を
図
る

た
め
、「
公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
及
び
「
公
共
工
事
の
入
札

及
び
契
約
の
適
正
化
を
図
る
た
め

の
措
置
に
関
す
る
指
針
」
に
よ
り
、

情
報
の
公
開
を
は
じ
め
と
す
る
適

正
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
財
政
健
全
化

計
画
の
中
で
公
共
工
事
の
占
め
る

割
合
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
更
に

コ
ス
ト
縮
減
や
、
入
札
・
契
約
の

透
明
性
及
び
適
正
化
に
取
り
組
む
。

８
．
地
方
議
会

行
財
政
改
革
検
討
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
調
査
研
究
し
て
い

る
。

御坊広域休日急患診療所
■場　　所　御坊市薗290番地の2（日高医師会館北隣）

■電　　話　２３－１２８９

■診 療 日　年末は１２月３１日
年始は１月１日～３日

■診療時間　９：００～１６：００
（１２：００～１３：００休息）

■診療科目　内科、小児科
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実
施
計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て

本
町
で
は
、
昭
和
60
年
か
ら
行

政
改
革
に
取
り
組
み
、
前
期
実
施

計
画
で
は
、
31
項
目
の
施
策
中
29

項
目
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
実
施
率
93
％
）

な
お
、
本
計
画
は
「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
新
た

な
指
針
」
に
基
づ
き
策
定
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
継
続
項
目
も
含
め
、

本
計
画
に
再
計
上
し
、
更
に
毎
年

見
直
し
を
行
い
充
実
し
た
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
務
事
業
の
見
直
し
は
、
行
政

改
革
の
本
旨
で
も
あ
る
「
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
行

革
の
断
行
」
を
テ
ー
マ
に
、事
務
・

事
業
の
整
理
合
理
化
な
ど
を
積
極

的
に
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
住
民

代
表
か
ら
成
る
「
日
高
町
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
」
の
意
見
を
聴

取
し
「
日
高
町
行
財
政
改
革
実
施

計
画
書
」
を
こ
こ
に
策
定
し
、
目

標
年
次
で
あ
る
平
成
21
年
度
に
大

き
な
成
果
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
む
も
の
で
あ
る
。

行
財
政
改
革
推
進
上
の

主
要
事
項

１
．
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行

政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

（
1
）
民
間
委
託
の
推
進

□
地
籍
調
査

平
成
17
年
度
よ
り
す
べ
て
民
間

委
託
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
早
期
完

了
、
事
業
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

□
公
用
車

高
額
な
委
託
費
が
必
要
な
た
め

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
購
入
し
、
町
有

バ
ス
に
よ
る
委
託
輸
送
に
切
り
替

え
る
。

（
2
）
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

□
温
泉
館
の
運
営
に
つ
い
て

町
直
営
か
・
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
か
検
討
す
る
。

（
3
）
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健

全
化

□
上
水
道
事
業

水
道
料
金
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
経
費
の
節
減
を
図
る
。

（
4
）
地
域
協
働
の
推
進
（
区
・

団
体
等
と
の
協
働
）

□
学
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
充
実

平
成
19
年
度
か
ら
県
補
助
金
が

廃
止
と
な
る
た
め
、
以
降
の
取
組

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

□
自
主
防
災
組
織
の
育
成

平
成
17
年
度
よ
り
資
機
材
の
貸

出
し
を
す
る
な
ど
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
等
積
極
的
に
進
め
る
。

２
．
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織

□
課
の
統
合
・
見
直
し

課
の
統
合
・
事
務
分
掌
な
ど
必

要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
。

□
相
談
窓
口
等

児
童
虐
待
防
止
相
談
窓
口
等
の

設
置
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。

□
窓
口
業
務
の
時
間
延
長

住
民
票
・
所
得
証
明
書
な
ど
窓

口
業
務
の
時
間
延
長
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

□
公
金
の
振
込

公
金
の
振
込
を
24
時
間
い
つ
で

も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら

振
り
込
め
る
よ
う
検
討
す
る
。

□
農
業
委
員
会

委
員
数
を
検
討
す
る
。

３
．
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正

化（1
）
定
員
管
理
の
適
正
化

□
職
員
数
の
抑
制

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
定

員
管
理
を
行
う
。

退
職
に
伴
う
新
規
採
用
職
員
の

補
充
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
数
の

５
割
程
度
と
し
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
職
員
で
対
応
す
る
。

（
2
）
給
与
の
適
正
化

□
職
員
給
与
の
見
直
し

調
整
手
当
、
住
居
手
当
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
管
理
職
手
当
の

削
減
を
実
施
す
る
。

国
に
お
い
て
平
成
18
年
度
に
、

給
料
表
等
の
見
直
し
を
実
施
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
基
づ
き
給

料
体
系
等
の
見
直
し
を
行
う
。

□
特
別
職
給
与
の
見
直
し

町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
の
給
与
の
削
減
を
実
施
す
る
。

４
．
人
材
育
成
の
推
進

□
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

人
材
育
成
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
職
員
の
能
力
開
発
を
効
果
的

に
推
進
す
る
。

□
職
員
研
修

・
職
員
の
各
種
研
修
会
、
専
門
研

修
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
。

・
庁
内
に
お
い
て
は
、
職
場
研
修

の
他
、
年
１
回
程
度
の
研
修
会
を

開
催
す
る
。

□
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

職
員
の
能
力
・
実
績
を
重
視
し

た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
。

５
．
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上□
広
報
広
聴

・
広
報
ひ
だ
か
・
お
知
ら
せ
、
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
積

極
的
に
情
報
を
公
開
す
る
。

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
導
入
に
よ
り
文
字

放
送
（
行
政
放
送
）
を
検
討
す
る
。

□
全
納
報
償
金
の
廃
止

税
の
公
正
を
図
る
た
め
、
町
県

民
税
全
期
全
納
報
償
金
を
廃
止
す

る
。

□
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

施
設
使
用
料
・
駐
車
料
金
等
の

使
用
料
の
検
討
、
督
促
手
数
料
の

見
直
し
を
行
う
。

６
．
電
子
自
治
体
の
推
進

□
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
活
用

職
員
間
の
文
書
は
、
羅
針
盤
を

使
い
電
子
デ
ー
タ
で
配
信
す
る
。

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

各
種
申
請
書
の
様
式
、
施
設
予

約
、
住
民
の
意
見
聴
取
等
の
ペ
ー

ジ
を
開
設
す
る
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
に
向
け
検
討
す
る
。

日
高
町
行
財
政
改
革

実
施
計
画
書

（
平
成
１７
年
度
〜
平
成
２１
年
度
）
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７
．
自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財

政
運
営
の
確
保

（
1
）
経
費
の
節
減
合
理
化
等
財

政
の
健
全
化

□
報
酬
の
見
直
し

非
常
勤
職
員
の
報
酬
を
見
直
す
。

□
報
償
費
の
見
直
し

講
師
謝
礼
金
等
の
報
償
費
を
見

直
す
。

□
交
際
費
の
見
直
し

削
減
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

□
旅
費
規
定

旅
費
の
規
定
を
見
直
す
。

□
各
種
大
会
の
見
直
し

野
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
大
会

の
回
数
を
見
直
す
。

□
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し

参
加
賞
、
記
念
品
等
に
つ
い
て

は
廃
止
を
検
討
す
る
。

□
エ
レ
ベ
ー
タ
の
管
理

教
育
委
員
会
事
務
局
の
エ
レ

ベ
ー
タ
は
、
利
用
し
て
い
な
い
た

め
休
止
に
向
け
て
検
討
す
る
。

□
税
の
徴
収
率
の
向
上

県
域
に
お
い
て
滞
納
整
理
組
合

を
組
織
し
、
滞
納
整
理
を
実
施
す

る
。

（
2
）
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

□
補
助
金
・
負
担
金
、
手
当
等
の

見
直
し

内
容
を
精
査
し
、
整
理
合
理
化

を
図
る
。

（
3
）
公
共
工
事

□
公
共
工
事

公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
重
点
化
・
効
率
化
を
進
め
、

計
画
的
な
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
各
工
事
間
の
連
携
強
化
・
同

時
・
一
括
発
注
等
に
よ
り
コ
ス
ト

縮
減
を
進
め
る
。

□
分
担
金

公
共
工
事
の
分
担
金
割
合
を
検

討
す
る
。

（
4
）
公
的
施
設

□
管
理
委
託
の
見
直
し

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

８
．
地
方
議
会

□
議
会

行
財
政
改
革
検
討
特
別
委
員
会

が
設
置
済
で
あ
り
、
引
き
続
き
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

１
．
は
じ
め
に

本
町
は
、「
人
と
自
然
が
共
生

し
、
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち„

ホ
ッ
と
タ
ウ
ン
・
ひ
だ
か
」

の
実
現
に
向
け
、
住
民
福
祉
の
向

上
、
農
漁
村
の
基
盤
整
備
、
下
水

道
整
備
事
業
等
積
極
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
三
位
一
体
の

改
革
に
伴
い
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
大
幅
な
削
減
に
加
え
、
景
気
の

低
迷
に
よ
る
税
収
減
が
重
な
り
、

当
町
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
当
町

で
は
、
特
別
職
の
給
料
等
の
削
減

や
一
般
職
の
調
整
手
当
の
廃
止
等

に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、
各
種
補

助
金
の
削
減
等
々
厳
し
い
財
政
事

情
を
乗
り
切
る
た
め
の
方
策
を
講

じ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
厳
し

い
行
財
政
運
営
が
続
く
見
通
し
か

ら
、「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策

定
し
、
計
画
に
基
づ
き
定
員
管
理

を
行
い
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
と
す
る
。

２
．
基
本
的
な
考
え
方

①
定
員
適
正
化
目
標
（
目
標
と
す

る
職
員
数
）

一
般
行
政
部
門
に
つ
い
て
は
、

定
員
モ
デ
ル
を
、
特
別
行
政
部
門

に
つ
い
て
は
、
類
似
団
体
別
職
員

数
の
範
囲
内
を
、
ま
た
公
営
企
業

部
門
に
つ
い
て
は
事
務
量
に
よ
る

所
用
の
人
員
を
定
員
管
理
の
適
正

化
の
目
標
職
員
数
と
す
る
。

平
成
22
年
度
目
標
と
す
る
職
員

数
＝
69
名
＋
22
名
＝
91
名

②
今
後
の
定
員
適
正
化
手
法
の
概

要・
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
よ
り
Ｏ
Ａ
化
を
推
進
し
、
事
務

の
合
理
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し

を
図
る
と
と
も
に
、
欠
員
不
補
充

（
計
画
期
間
中
の
退
職
者
11
名
の

う
ち
新
規
採
用
５
名
）
に
よ
り
削

減
す
る
。

・
新
規
採
用
の
抑
制
と
減
員
を
内

部
異
動
で
補
う
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
臨
時
職
員
の
活
用
を
図

る
。

・
経
済
性
・
効
率
性
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
て
民
間
委
託
が
効
果
的

で
あ
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
民
間

委
託
の
推
進
を
図
る
。

③
計
画
の
見
直
し

毎
年
度
、
定
期
的
に
進
捗
状
況

を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
な
ど
の
助
言
を

求
め
、
平
成
20
年
度
を
目
途
に
計

画
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

日
高
町
定
員

適
正
化
計
画

◎ごみ収集について

月 日 曜日 種別 ・ 収集地区 ごみを出す時間

年　

末

平成

17年

12 月

～ 27 ～火 平常どおり収集 当日の午後 8時まで

28 水 燃えるごみ・志賀、比井崎地区 必ず午後 8時までに

29 木 燃えるごみ・内原地区 必ず午後 8時までに

30・31 金・土 休　　業

年　

始

平成

18年

1月

1～ 4 日～水 休　　業

5～ 10 木～火 平常どおり収集 当日の午後 8時まで

11 水 燃えない複雑ごみ 当日の午後 8時まで

※指定袋又はステッカーをはって出してください。

※ステッカーをはっていても、指定袋より大きいものは収集いたしませんの

でご注意ください。

※ゴミの分別に御協力ください。

〈連絡先〉細川　志織　☎ 63－ 3599

※ごみは指定日以外の日には出さないでください。

年末・年始のごみ収集、し尿汲み取りについて

◎し尿汲み取りについて

年末は 12月 30 日（金）の午前中で業務を終了しますので御了承ください。

年始は 1月 6日（金）より業務を開始します。（毎月日曜日は休業）

年末の汲み取り申込はできるだけ 12 月 15 日頃までに下記連絡先へお願いい

たします。

〈連絡先〉内原地区（一部地区除く）　日高環境サービス（山本）

☎ 22－ 7377　☎ 63 － 2548

志賀・比井崎・小中・高家（一部）地区　有限会社タカミ

☎ 63－ 2363
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12

日
高
町
の
財
政
は
、
こ
こ
数
年

財
源
不
足
が
続
い
て
お
り
、
近
い

将
来
、
貯
金
を
使
い
は
た
し
て
し

ま
う
ほ
ど
の
危
機
的
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
財
政
の
健
全
化
は
町

の
至
上
命
題
で
あ
り
、
緊
急
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
平
成
17
年

度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
に

取
り
組
む
べ
き
健
全
化
策
を
お
示

し
し
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ

と
で
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

◆
財
政
の
現
状
と
見
通
し

日
高
町
の
こ
れ
ま
で
の
財
政
状

況
は
、
平
成
10
年
度
以
降
そ
れ
ま

で
35
億
円
程
度
で
あ
っ
た
歳
出
額

が
、
農
漁
業
の
基
盤
整
備
や
町
道
、

下
水
道
整
備
と
い
っ
た
社
会
基
盤

整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た

結
果
、
45
億
円
程
度
に
ま
で
増
加

し
、
以
後
、
現
在
ま
で
そ
の
水
準

を
維
持
し
て
お
り
、
平
成
16
年
度

に
は
48
億
円
に
ま
で
増
加
し
、
町

政
施
行
以
来
第
２
位
の
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
の
自
主
財

源
の
要
で
あ
る
町
税
は
４
年
連
続

減
少
し
て
お
り
、
ま
た
国
の
「
三

位
一
体
改
革
」
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
減
額
な
ど
が
影
響
し
、
財
源

不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
財
源
不
足
を
、
町
の
貯
金

で
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
取

り
崩
し
で
補
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
残
高
は
平
成
12
年
度
末
の
15

億
２
千
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少

を
続
け
、
平
成
16
年
度
末
に
は
10

億
６
千
万
円
に
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。今

後
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
・
事

業
を
従
来
ど
お
り
、
ま
た
計
画
ど

お
り
継
続
し
た
場
合
、
平
成
17
年

度
で
主
要
建
設
事
業
が
完
了
す
る

こ
と
か
ら
普
通
建
設
事
業
費
は
、

ほ
ぼ
半
減
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
の
積
極
的
な
基
盤
整
備
に
対
し
、

多
額
の
町
債
を
発
行
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
公
債
費
は
５
年
後
の
平

成
22
年
度
に
は
約
20
％
増
加
し
、

ま
た
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
は
30
％
以
上
増
加
す
る
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
歳
入
で
は
、
平
成
17
年

度
及
び
平
成
18
年
度
に
お
け
る
三

位
一
体
改
革
に
よ
る
影
響
が
、
マ

イ
ナ
ス
１
億
円
以
上
見
込
ま
れ
、

実
質
地
方
交
付
税
は
平
成
17
年
国

勢
調
査
に
お
け
る
人
口
増
に
よ
る

増
額
分
を
加
算
し
た
と
し
て
も
、

総
額
は
減
少
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
町
税
は
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
に
よ
り

見
か
け
上
増
加
し
ま
す
が
、
従
来

分
に
つ
い
て
は
、
減
少
額
を
小
さ

く
し
な
が
ら
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
県
支
出
金
は
、
普

通
建
設
事
業
の
減
少
に
と
も
な
い
、

大
き
く
減
少
し
、
そ
の
他
自
主
財

源
の
増
加
も
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
財
源
不
足
は
毎
年
２
億
円
か

ら
３
億
円
程
度
に
上
り
、
平
成
21

年
度
に
は
財
政
調
整
基
金
が
底
を

つ
き
、
危
機
的
状
況
に
陥
る
も
の

と
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
・
事
業
を
従
来
ど
お
り

継
続
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

◆
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
み

こ
れ
ま
で
の
施
策
・
事
業
を
従

来
ど
お
り
継
続
し
、
建
設
事
業
を

計
画
ど
お
り
実
施
し
た
場
合
、
平

成
21
年
度
に
は
財
政
調
整
基
金
が

底
を
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
財
政
危
機
を
克
服
す
る
た

め
に
は
、
従
来
か
ら
の
事
務
事
業

を
見
直
し
、
費
用
対
効
果
を
見
極

め
、
早
急
に
歳
出
削
減
と
歳
入
確

保
を
図
り
、
財
政
の
健
全
化
を
実

現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
行
財
政
改
革
大
綱

の
骨
子
に
基
づ
き
、
平
成
17
年
度

か
ら
平
成
21
年
度
の
５
か
年
計
画

を
策
定
し
、
財
政
健
全
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
歳
出
削
減
策
】

○
人
件
費
を
抑
制
し
ま
す
。

　

〔
目
標
効
果
額

１
億
７
，
４
０
０
万
円
〕

町
長
・
助
役
・
収
入
役
・
教
育

長
の
給
料
を
10
％
減
額
し
ま
す
。

職
員
の
採
用
を
退
職
者
数
の
半

分
程
度
に
抑
制
す
る
こ
と
で
職
員

数
を
削
減
し
ま
す
。
ま
た
各
種
手

当
の
一
部
廃
止
・
削
減
を
行
い
ま

す
。

○
事
務
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

　

〔
目
標
効
果
額

７
，
３
０
０
万
円
〕

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
統
廃
合
を
行

う
と
と
も
に
、
業
務
委
託
に
つ
い

て
も
費
用
対
効
果
か
ら
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
い
、
中
止
、
削
減
、

委
託
方
法
等
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
旅
費
や
消
耗
品
購
入
な

ど
の
通
常
経
費
に
つ
い
て
は
旅

費
規
程
を
見
直
し
、
使
用
に
あ

た
っ
て
は
節
約
に
努
め
る
と
と
も

に
、
一
括
購
入
や
一
括
管
理
な
ど

に
よ
り
５
年
後
ま
で
に
10
％
程
度

の
削
減
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
運
営
等
に
つ

い
て
、
管
理
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討

し
ま
す
。
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○
町
の
役
割
を
見
直
し
ま
す
。

　

〔
目
標
効
果
額

８
，
３
０
０
万
円
〕

町
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
福
祉

施
策
に
つ
い
て
、
支
給
基
準
を
見

直
す
と
と
も
に
必
要
性
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
各
種
団
体
等
に
対

す
る
補
助
金
に
つ
い
て
も
原
則

10
％
の
減
額
を
行
う
と
と
も
に
、

所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
も
の
や

効
果
の
小
さ
い
も
の
、
町
の
関
与

す
べ
き
範
囲
な
ど
を
見
極
め
、
さ

ら
な
る
減
額
と
整
理
統
合
を
進
め

ま
す
。

○
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
ま
す
。

　

〔
目
標
効
果
額

13
億
５
，
２
０
０
万
円
〕

町
道
に
つ
い
て
は
、
新
規
改
良

路
線
を
当
面
見
合
わ
せ
る
と
と
も

に
、
計
画
路
線
に
つ
い
て
も
緊
急

度
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
事

業
規
模
、
期
間
等
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
、

緊
急
度
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、

事
業
規
模
、
事
業
開
始
時
期
等
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

【
歳
入
確
保
策
】

○
町
税
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

〔
目
標
効
果
額

４
，
０
０
０
万
円
〕

夜
間
の
訪
問
徴
収
頻
度
を
増
や

す
と
と
も
に
、
滞
納
者
に
つ
い
て

は
早
期
の
呼
び
出
し
を
徹
底
す
る

上
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

で
も
納
税
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
検
討
し
、
納
税
場
所
・

機
会
の
拡
大
と
簡
素
化
を
図
り
ま

す
。滞

納
者
に
つ
い
て
は
、
よ
り
厳

し
く
対
処
し
滞
納
処
分
を
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
徴
収
困
難
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
滞
納
整
理
組

合
に
よ
る
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

○
受
益
者
負
担
を
見
直
し
ま
す
。

　

〔
目
標
効
果
額

７
，
８
０
０
万
円
〕

町
が
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
公
共
施
設
を
利
用
さ
れ
る
個
人

に
対
し
、
利
用
内
容
や
程
度
、
負

担
の
大
き
さ
等
を
精
査
し
、
必
要

な
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

特
に
、
平
成
15
年
度
か
ら
行
っ

て
き
た
第
２
子
以
降
児
に
対
す
る

保
育
料
の
町
単
独
減
免
措
置
に
つ

い
て
は
、
財
政
負
担
が
大
き
い
こ

と
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

（単位 ： 百万円）

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度

実
行
前

歳入総額 4,258 3,451 3,352 3,283 3,226

歳出総額 4,444 3,662 3,679 3,585 3,540

歳入歳出差引 ▲186 ▲211 ▲327 ▲302 ▲314

財政調整基金残高 914 703 376 74 ▲239

実　
　

行　
　

後

歳　

入

町税 572 578 598 594 590

地方交付税 1,562 1,573 1,477 1,453 1,425

譲与税・交付金 185 185 165 167 170

国・県支出金 925 444 456 469 443

繰入金 161 34 32 28 26

町債 435 200 195 192 180

その他 371 211 208 215 226

歳入総額 4,211 3,225 3,131 3,118 3,060

歳　

出

人件費 707 716 684 678 687

物件費・維持補修費 689 734 714 641 591

扶助費 171 163 161 158 158

補助費等 562 497 497 497 495

普通建設費 1,316 310 309 368 363

公債費 440 448 468 481 473

特別会計繰出金 391 382 407 405 408

その他 37 1 1 1 1

歳出総額 4,313 3,251 3,241 3,229 3,176

歳入歳出差引 ▲102 ▲26 ▲110 ▲111 ▲116

財政調整基金残高 998 972 862 751 635

財政健全化計画実行前と後の収支見通し

日高町財政健全化計画　Before & After

財政健全化計画を実施した場合 これまでの施策等を継続した場合 

財政健全化 
計画を進める 

歳出を抑制することにより安定的な財
政運営を行うことができます。 

平成21年度には財政調整基金の残高
が底をつき、危機的状況に陥ります。 
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財政調整基金残高 歳入総額 歳出総額 
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日
高
町
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
幹
線
網
と
す
る
ケ
ー
ブ
ル
網
を

町
内
全
域
に
整
備
す
る
新
世
代
地

域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
地
域

の
身
近
な
話
題
な
ど
を
放
送
す
る

ほ
か
、
町
の
広
報
を
行
う
公
共
性

の
高
い
地
域
密
着
型
の
メ
デ
ィ
ア

で
す
。

町
で
は
、
各
種
情
報
を
町
民
の

皆
様
に
効
果
的
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
も
、
多
く
の
皆
様
に
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
事
業
期
間
の
終
了

す
る
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ
る

方
を
対
象
に
、
加
入
金
と
各
加
入

者
の
軒
先
に
設
置
す
る
保
安
器
ま

で
の
引
込
工
事
費
を
全
額
負
担
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
一
般
家
庭
や
集
合

住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
、
住
宅
建

築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
、
会
社
、

事
務
所
、
店
舗
な
ど
が
加
入
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
ま
で
に
放
送
開
始

予
定
の
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

も
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
、
テ
レ

ビ
だ
け
で
な
く
、
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｐ
電
話
の
利
用
も
可

能
と
な
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、

地
域
に
密
着
し
た
番
組
を
皆
様
に

お
届
け
す
る
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

す
。㈱

Ｚ
Ｔ
Ｖ
が
、
日
高
町
・
日
高

川
町
・
由
良
町
の
３
町
内
を
独
自

に
取
材
・
撮
影
し
、
制
作
・
放
送

し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
の
都
合
で
、

番
組
を
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
方
の

た
め
に
、
繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
ク
ラ

ブ
や
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
、
町
内
の

保
育
所
や
学
校
に
㈱
Ｚ
Ｔ
Ｖ
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
カ

メ
ラ
に
向
か
っ
て
大
き
な
声
で
一

言
。『
大
き
く
な
っ
た
ら
…
』『
好

き
な
食
べ
物
は
…
』
な
ど
の
取
材

や
運
動
会
、
発
表
会
な
ど
の
各
種

行
事
を
随
時
、
取
材
・
放
送
し
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
お
祭
り
や
開

催
さ
れ
る
催
し
物
を
中
心
に
放
送

す
る
ほ
か
、
町
内
の
お
店
情
報
や
、

皆
様
の
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
お
近

く
の
方
や
お
知
り
合
い
の
方
が
番

組
に
登
場
す
る
地
域
に
密
着
し
た

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、

地
上
波
一
般
放
送
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民

放
、月
額
１
，０
５
０
円
）
の
コ
ー

ス
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
家
庭
の
ご
覧
に
な
っ
て
い
る

テ
レ
ビ
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定

時
に
『
Ｖ
』『
Ｕ
』
の
ほ
か
『
Ｃ
』

の
調
整
が
で
き
る
テ
レ
ビ
で
視
聴

で
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
ほ
か
、
24
時
間
、
天
気

予
報
を
放
送
す
る
ウ
ェ
ザ
ー
チ
ャ

ン
ネ
ル
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、
毎
月

１
回
、
広
報
ひ
だ
か
や
チ
ラ
シ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

月
１
回
の
広
報
で
は
、
期
間
が
空

き
す
ぎ
る
な
ど
で
、
情
報
が
伝
わ

り
に
く
い
の
が
実
情
で
す
。

５
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
行
政
放
送

用
の
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
よ
り

早
く
行
政
情
報
や
出
来
事
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
毎
日
、
文

５
ch
は
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

地
域
に
密
着
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

コミュニティチャンネル

ウェザーチャンネル

行政チャンネル（町からのお知らせ・緊急放送）
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字
放
送
で
繰
り
返
し
、
お
知
ら
せ

を
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

の
緊
急
放
送
や
、
学
校
・
保
育
所

の
休
校
・
休
園
な
ど
を
放
送
す
る

ほ
か
、
議
会
広
報
や
地
方
選
挙
の

開
票
速
報
な
ど
多
彩
な
情
報
の
提

供
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
金
は

町
で
一
括
買
取
し
て
い
ま
す
の
で
、

事
業
期
間
・
終
了
後
も
個
人
負
担

は
不
要
で
す
。

事
業
期
間
内
の
平
成
18
年
３
月

31
日
ま
で
に
加
入
申
し
込
み
さ
れ

た
方
は
、
各
ご
家
庭
の
軒
先
に
保

安
器
を
設
置
す
る
引
込
工
事
が
、

無
料
と
な
り
ま
す
。

加
入
さ
れ
た
各
ご
家
庭
で
は
、

保
安
器
か
ら
の
宅
内
工
事
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
宅
内
工
事
は
、

各
ご
家
庭
ご
と
に
配
線
状
況
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
㈱

Ｚ
Ｔ
Ｖ
工
事
代
理
店
と
ご
相
談
の

上
、
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
終
了
後
の
平
成
18
年
４
月

１
日
以
降
に
お
申
し
込
み
の
場
合

は
、
各
ご
家
庭
ま
で
の
引
込
工
事

費
１
５
，
７
５
０
円
と
宅
内
工
事

費
な
ど
が
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ａ　

利
用
料
は
、
接
続
す
る
テ
レ

ビ
の
台
数
に
制
限
な
く
、
月
額
１
，

０
５
０
円
で
す
。
こ
の
料
金
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

Ａ　

町
が
、
加
入
金
と
引
込
工
事

費
を
全
額
負
担
し
ま
す
の
で
、
個

人
負
担
は
不
要
で
す
。
各
ご
家
庭

に
取
り
付
け
る
保
安
器
か
ら
の
宅

内
工
事
費
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

Ａ　

現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

加
入
申
込
受
付
中
で
す
。
加
入
申

込
書
は
、
役
場
企
画
財
政
課
や
㈱

Ｚ
Ｔ
Ｖ
工
事
代
理
店
、
㈱
Ｚ
Ｔ
Ｖ

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項

を
ご
記
入
、
押
印
の
上
、
㈱
Ｚ
Ｔ

Ｖ
へ
郵
送
（
送
料
無
料
）
し
て
く

だ
さ
い
。
共
聴
組
合
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
、
㈱
Ｚ
Ｔ
Ｖ
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

Ａ　

残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
。

引
込
工
事
を
す
る
と
月
額
の
利
用

料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ａ　

最
長
６
か
月
間
、
休
止
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
１
回
に
限
り

工
事
費
は
不
要
で
す
が
、
２
回
目

以
降
は
、
別
途
工
事
費
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
㈱
Ｚ
Ｔ
Ｖ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

Ａ　

解
約
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

別
途
撤
去
工
事
費
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

３
月
３１
日
ま
で

初
期
費
用
は
無
料
で
す

Ｑ　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
地
上
波

一
般
放
送
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
）
に

加
入
す
る
場
合
、
月
額
の
利
用
料

は
、
い
く
ら
か
か
る
の
で
す
か
？

Ｑ　

加
入
す
る
時
の
費
用
は
、
い

く
ら
か
か
る
の
で
す
か
？

Ｑ　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入

申
込
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

す
か
？

Ｑ　

引
込
工
事
を
先
に
行
い
、
加

入
は
後
か
ら
と
い
う
こ
と
は
で
き

ま
す
か
？

Ｑ  

加
入
し
た
後
に
、
病
気
に
よ

る
入
院
や
、
長
期
の
旅
行
な
ど
で

不
在
に
な
る
場
合
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
す
か
？

初 期 費 用 の ご 案 内
通常料金 平成18年3月31日まで 平成18年4月1日以降

加 入 負 担 金 ５２, ５００円 ０円 １５, ７５０円

宅 内 工 事 費 実費（※ 1）

通信対応基本工事費（※2） １５, ７５０円 ０円 １５, ７５０円

（※ 1）ご自宅の配線状況等により異なります。（※ 2）インターネット･ＩＰ電話に必要な工事です。

チャンネル別月額利用料金のご案内
地上波一般放送（地上波＋ＺＴＶ自主放送） 月額基本利用料　１, ０５０円

アナログ多チャンネルコース 月額基本利用料　３, １５０円

デジタル多チャンネルコース 月額基本利用料　４, ２００円

ラ ジ オ 放送大学 ＮＨＫ－ＦＭ

地 上 波 放 送

ＮＨＫ総合 ＮＨＫ教育 テレビ和歌山

毎日放送 朝日放送 関西テレビ

読売放送

Ｚ Ｔ Ｖ 放 送 ① ＱＶＣ 行政チャンネル Ｚチャンネル

Ｚ Ｔ Ｖ 放 送 ②
コミュニティチャンネル ウェザーチャンネル 放送大学

ガイドチャンネル

地上デジタル放送
ＮＨＫ総合 ＮＨＫ教育 毎日放送

朝日放送 関西テレビ 読売放送

※ＺＴＶ放送②及び地上デジタル放送は ､テレビの内蔵機能により視聴いただけます。

Ｄ２
下り ２Ｍｂｐs

3,150 円
上り 256Ｋｂｐs

Ｖ２
下り ２Ｍｂｐs

3,675 円
上り １Ｍｂｐs

Ｖ 10
下り 10Ｍｂｐs

4,725 円
上り ５Ｍｂｐs

Ｄ 30
下り 30Ｍｂｐs

5,040 円
上り ５Ｍｂｐs

Ｖ 2・10・30 コースでは電話機をつなげることでＺー
ＰＨＯＮＥ（ＩＰ電話）がご利用いただけます ｡
（※ 110 番 119 番にはかけられません ｡）

Z-LAN（インターネット）
月額基本利用料

Ｑ　

加
入
し
た
後
に
解
約
は
で
き

ま
す
か
？

お問合せ先

◆㈱ＺＴＶ
　TEL ３６－２０７７
　TEL ０１２０－
　　　　２２２－５０５

◆役場企画財政課
　TEL ６３－３８０３
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新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初

式
は
、
１
月
５
日
（
木
）
午
前
10

時
か
ら
日
高
町
若
も
の
広
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
雨
天
時
は
日
高
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
で
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の
参
加
を
得
て
挙
行

し
ま
す
。

式
典
で
は
、
永
年
消
防
団
員
と

し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
団
員

の
方
々
に
日
高
町
長
、
和
歌
山
県

消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
の
退
団
者

に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、
感
謝

状
を
受
け
ら
れ
る
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
日
高
町
長
表
彰

▽
35
年
勤
続
表
彰
＝
久
保
幸
市

（
消
防
団
副
団
長
）

▽
30
年
勤
続
表
彰
＝
鍵
本
元
雄

（
第
１
分
団
分
団
長
）野
尻
忠
生（
第

２
分
団
分
団
長
）

▽
25
年
勤
続
表
彰
＝
辻
本
久
男

（
第
１
分
団
団
員
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
日
高
郡
支

部
長
表
彰

▽
20
年
勤
続
表
彰
＝
武
内
一
起

（
第
１
分
団
団
員
）

▽
10
年
勤
続
表
彰
＝
楠
本
和
弘

（
第
１
分
団
団
員
）
津
村
伸
弘
（
第

２
分
団
団
員
）
阪
口　

幸
（
第
３

分
団
団
員
）
皿
山
義
紀
（
同
）
木

下
正
弘
（
同
）

◎
平
成
16
年
度
退
団
者

▽
北
垣
好
信
（
消
防
団
長
）
後
藤

正
己
（
第
１
分
団
班
長
）

◎
平
成
17
年
度
新
入
団
員

▽
小
角　

聡
（
第
１
分
団
団
員
）

清
水　

彬
（
同
）
深
海
治
彦
（
第

２
分
団
団
員
）

な
お
、
１
月
５
日
、
午
前
８
時

に
消
防
団
員
招
集
の
た
め
、
防
災

行
政
無
線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
、
そ
の
他

の
災
害
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
西
川
の
内
原
小
学
校
下

流
付
近
で
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
場
所
付
近
は
、
水
滴
が
飛
散

し
ま
す
の
で
河
川
沿
線
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
洗
濯
物
等
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
下
水
道
に
流
し
て
は
い
け
な
い

も
の
（
公
共
マ
ス
及
び
マ
ン
ホ
ー

ル
）

○
台
所
で
は
・
・
・

残
飯
や
野
菜
く
ず
、
天
ぷ
ら
油

や
サ
ラ
ダ
油
の
廃
油
な
ど
。

下
水
管
の
中
で
石
け
ん
と
油
が

固
ま
っ
て
詰
ま
っ
た
り
、
処
理
場

の
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

○
ト
イ
レ
で
は
・
・
・

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
の
水

溶
性
以
外
の
も
の
。

水
に
溶
け
な
い
紙
や
紙
お
む

つ
、
タ
バ
コ
や
ガ
ム
な
ど
を
流
す

と
、
下
水
道
管
の
詰
ま
り
の
原
因

と
な
っ
た
り
、
中
継
ポ
ン
プ
の
故

障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

○
お
風
呂
場
、
洗
面
所
で
は
・
・

固
い
も
の
や
毛
髪
な
ど
（
目
ざ

ら
を
用
い
て
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。）

○
屋
外
で
は
・
・
・

雨
水
等
の
自
然
水

○
そ
の
他

重
金
属
な
ど
を
含
む
よ
う
な
有

害
物
質
、
農
薬
、
廃
油
な
ど
。

敷
地
内
に
あ
る
配
管
や
マ
ス

（
管
と
管
の
間
に
付
け
ら
れ
た
は

こ
）
な
ど
下
水
道
に
つ
な
が
る
と

こ
ろ
へ
ガ
ソ
リ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
、

石
油
な
ど
の
危
険
物
を
流
す
と
爆

発
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

○
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
開
け
た
り
、

マ
ン
ホ
ー
ル
内
に
入
っ
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
落
下
及
び
有
毒

ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
危
険
で
す
。

○
マ
ン
ホ
ー
ル
は
下
水
管
の
点
検

や
修
理
を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

土
砂
や
ゴ
ミ
を
投
げ
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

○
下
水
管
に
木
の
根
が
侵
入
し
、

詰
ま
り
や
破
損
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
水
管
の

近
く
に
は
植
樹
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

○
個
人
管
理
の
排
水
設
備
（
ま
す

等
）
は
、
時
々
清
掃
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。な
お
、マ
ス
等
に
溜
ま
っ

た
ゴ
ミ
は
水
を
切
っ
て
生
ゴ
ミ
と

し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
ら

・
水
洗
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
て
流
れ

な
い
と
き
の
た
い
て
い
の
詰
ま
り

は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
「
ラ
バ
ー

カ
ッ
プ
」
で
直
せ
ま
す
。
１
つ
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

直
ら
な
い
と
き
は
、
指
定
工
事
店

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
の
排
水
設
備
に
故
障
や
漏

水
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
指
定
工
事
店

に
連
絡
し
て
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
修
理
し
た
り
改

造
し
た
り
す
る
と
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
下
水
道
施
設
の
異
常
（
マ
ン

ホ
ー
ル
・
公
共
マ
ス
の
破
損
、
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
湧
水
等
）
を
発

見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
役
場
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
上
下
水
道

課　

☎
園
３
８
０
５

日高町消防団訓練

出  初  式
□１月５日（木）
□日高町若もの広場

下
水
道
は
公
共
施
設
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
大
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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町
で
は
、
地
域
の
人
々
が
元
気

に
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う

に
健
康
づ
く
り
を
地
域
全
体
で
推

進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
保
健
所

と
共
同
で
「
健
康
日
高
21
」
を
策

定
し
、
進
め
て
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
お
酒
を
飲
む
機

会
の
多
い
時
期
で
す
。
お
酒
は

マ
ナ
ー
と
適
量
を
守
り
な
が
ら
飲

め
ば
、『
百
薬
の
長
』
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
心
身
の
緊
張
を
解
い

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
り
、
動
脈

硬
化
を
防
ぐ
Ｈ
Ｄ
Ｌ
│
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
増
や
し
た
り
と
、
健
康

に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
依
存

性
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
最
初
は
少
量
で
す
ん
で

い
た
お
酒
も
、
少
量
で
は
酔
わ
な

く
な
り
、
飲
酒
量
が
し
だ
い
に
多

く
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
飲

酒
頻
度
が
週
３
日
以
上
で
１
日
の

飲
む
量
が
純
ア
ル
コ
ー
ル
約
60
ｇ

を
こ
え
て
い
る
人
を
多
量
飲
酒
習

慣
の
あ
る
人
と
い
い
ま
す
。
平
成

14
年
に
実
施
し
た
生
活
習
慣
に
関

す
る
健
康
調
査
結
果
か
ら
、
多
量

飲
酒
習
慣
の
あ
る
人
の
割
合
を
み

る
と
、
日
高
管
内
は
６
．
７
％
、

日
高
町
は
９
．
９
％
と
日
高
管
内

よ
り
も
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
多
量
の
飲
酒
習
慣
が
続
く
と
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
す
る
役
割
を

も
つ
肝
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ
さ

ま
ざ
ま
な
肝
障
害
を
起
こ
し
た
り
、

高
血
圧
症
や
心
筋
症
、
胃
腸
障
害

の
身
体
の
病
気
だ
け
で
な
く
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
心
の
障

害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め

に
、
飲
み
方
を
工
夫
し
、
上
手
に

お
酒
と
付
き
合
う
方
法
を
見
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
日
高
21
課
題
目
標

①
多
量
飲
酒
習
慣
の
あ
る
人
（
飲

酒
頻
度
が
週
３
日
以
上
で
１
日

の
飲
む
量
が
純
ア
ル
コ
ー
ル
約

60
ｇ
を
こ
え
て
い
る
人
、
純
ア

ル
コ
ー
ル
60
ｇ
＝
中
ビ
ン
３
本

酒
３
合
、焼
酎
35
度
１
．
２
合
）

の
割
合
を
減
ら
そ
う

②
適
度
な
飲
酒
量
を
知
っ
て
い
る

人
を
増
や
そ
う

③
ア
ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
健
康
影

響
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
の

割
合
を
増
や
そ
う

④
未
成
年
の
飲
酒
者
を
減
ら
そ
う

◆
課
題
目
標
の
解
決
に
向
け
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
、
住
民
の
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
実
践
し

て
ほ
し
い
こ
と
を
あ
げ
ま
し
た
。

☆
適
度
な
飲
酒
量
を
知
り
実
践
し

ま
す

□
適
度
な
飲
酒
量

１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル

　

約
２
０
ｇ

ビ
ー
ル
…
ビ
ン
１
本

酒
…
１
合

ウ
イ
ス
キ
ー
・
ブ
ラ
ン
デ
ー

　

ダ
ブ
ル
１
杯
（
６
０
㎖
）

焼
酎
…
０
．
５
合

ワ
イ
ン

　

グ
ラ
ス
２
杯
（
２
０
０
㎖
）

☆
お
酒
を
飲
め
る
人
に
も
、
飲
め

な
い
人
に
も
無
理
に
お
酒
を
飲
ま

せ
ま
せ
ん
。

☆
未
成
年
者
に
は
お
酒
を
勧
め
ま

せ
ん

☆
妊
娠
中
に
お
酒
は
飲
み
ま
せ
ん

◆
適
度
に
飲
酒
を
楽
し
む
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

□
飲
む
前
に
ど
の
く
ら
い
の
量
を

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
て

飲
む
の
か
自
分
の
ペ
ー
ス
を
決

め
て
お
こ
う
！

□
一
気
に
飲
み
干
す
よ
う
な
こ
と

は
せ
ず
、
一
口
一
口
ゆ
っ
く
り

飲
む
よ
う
に
し
よ
う
。

□
食
事
を
し
な
が
ら
飲
も
う
。

□
薬
を
飲
ん
で
い
る
間
は
、
飲
酒

を
控
え
よ
う
。

□
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
ろ

う
！

み
ん
な
で
進
め
よ
う　

健
康
日
高
21

お
酒
は
な
に
よ
り
適
量
で
す
！
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日
高
町
で
は
、１
月
４
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
日
高
町
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平

成
18
年
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
60
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
89
人

（
男
性
43
人
、
女
性
46
人
）
で
す
。

対
象
者
に
は
、
既
に
案
内
状
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
☎

園
３
８
１
１
）
ま
で
。

新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
原
谷　

岩
橋
裕
・
工
德
俊
輔
・

尾
﨑
剛
士
・
鍵
本
愛
征
・
小
畢

麻
友
▽
萩
原　

田
端
謙
策
・
辻

恭
介
・
辻
村
陽
平
・
辻
本
征
司
・

中
江
翔
・
野
村
正
規
・
畑
伸
弥
・

岡
優
・
川
端
由
衣
・
武
内
理
絵
・

竹
村
亜
由
未
・
田
中
ま
や
・
前
田

紗
季
▽
荊
木　

井
原
正
統
・
木
下

浩
輝
・
楠
本
修
平
・
左
巴
陽
三
・

中
岡
佑
弥
・
中
谷
修
司
・
中
津
昌

弥
・
野
田
弘
太
郎
・
森
具
也
・

塩
﨑
恵
美
・
田
島
正
美
・
栁
本
真

希
▽
池
田　

田
中
義
人
・
玉
井
慎

吾
・
玉
井
優
支
・
滝
本
恵
理
・
千

原
春
香
・
堤
絵
美
▽
高
家　

梅
本

直
希
・
嶋
田
良
太
・
田
渕
裕
己
・

西
本
聖
司
・
井
上
真
由
美
・
北
垣

徳
子
・
塩
﨑
有
加
・
芝
祥
代
・
田

村
伊
代
・
中
井
透
江
・
橋
本
愛
・

美
濃
典
香
・
山
﨑
由
香
▽
小
中

白
井
佑
企
子
・
野
田
千
晶
▽
上

志
賀　

川
瀬
教
史
・
阪
本
圭
弘
・

村
上
功
治
▽
中
志
賀　

権
神
侑

貴
・
中
家
弘
太
・
山
田
周
平
・
小

池
春
奈
・
田
坂
紀
理
子
・
新
田
真

理
・
若
田
春
菜
▽
下
志
賀　

酒
田

鏡
司
・
津
村
龍
一
・
輪
玉
大
輔
・

田
嶋
紗
恵
・
玉
置
望
香
・
津
村

亜
希
・
中
井
明
美
▽
谷
口　

久
保

竜
嗣
・
小
林
麻
希
▽
小
池　

原
美

帆
・
平
田
美
紗
・
松
本
早
希
▽
小

浦　

山
本
哲
也
▽
比
井　

貴
志
啓

悟
・
本
多
昭
・
市
川
由
美
子
・
勝

浦
加
納
美
・
田
中
千
恵
美
・
山
本

麻
衣
▽
小
坂　

鈴
木
洋
亮
・
尾
崎

友
美 

▽
産
湯　

橋
本
宏
道
・
湯

川
歩
・
坂
本
彩
・
清
山
愛
▽
阿
尾

木
村
友
美
・
初
井
麻
衣
・
林
裕
美

２
０
０
１
年

　

第
43
号 

日
高
中
学
校
卒
業

記
念
写
真
集
よ
り

１
月
４
日（
水
） 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 
成
人
式
の
ご
案
内 
成
人
式
の
ご
案
内 

同
級
生
で

　

  
成
人
式
を
！
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１
月
１
日
現
在
で
、
農
業
委
員

会
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
方

は
、
１
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

を
日
高
町
農
業
委
員
会
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

一
般
の
選
挙
と
異
な
り
、
自
ら

申
請
し
な
い
と
選
挙
権
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、
各
地
区
の
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
12
月
中
に
農
家
の

各
ご
家
庭
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

万
一
配
布
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た

ら
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
園

３
８
０
６
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。町

で
は
、
集
約
農
業
を
推
進
す

る
た
め
、
ハ
ウ
ス
設
置
者
に
対
す

る
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
50
坪
以
上
の
新
設
、
ま

た
は
増
設
を
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

助
成
を
行
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
お
い
て
、
こ
の

事
業
の
申
し
込
み
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
は
、
１
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
産
業
課
へ
申
込
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
期
限
以
降
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
助
成
が
受

け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
、
産
業
課
（
☎
園

３
８
０
６
）
ま
で
。

森
林
は
、
住
ま
い
な
ど
を
つ
く

る
木
材
を
生
産
す
る
と
同
時
に
、

き
れ
い
な
水
を
蓄
え
た
り
、
台
風

や
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
私
た
ち

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
与
え
て

く
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資

源
で
す
。

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
森
林
に

つ
い
て
、
そ
の
自
然
条
件
な
ど
に

適
し
た
正
し
い
森
林
の
取
扱
い
、

伐
採
方
法
な
ど
を
守
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
森
林
法
第
10
条
の
８
の

規
定
に
よ
り
、
個
人
の
山
で
も
森

林
を
伐
採
す
る
場
合
に
は
、
規
模

に
か
か
わ
ら
ず
伐
採
届
出
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

届
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伐
採

を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
90
日

前
か
ら
30
日
前
ま
で
の
間
に
産
業

要
保
護
（
生
活
保
護
家
庭
）
準

要
保
護
（
生
活
保
護
に
準
ず
る
家

庭
）
で
、
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
学
用
品
費
、

通
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
等
の
就
学
援
助
資
金
が
支
給

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
お
い
て
、
こ
の

制
度
適
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
地

区
民
生
児
童
委
員
さ
ん
を
通
じ

て
、
１
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
☎
園

２
０
３
８
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

情
報
公
開
制
度
に
よ
り
、
毎
年

度
、
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況

を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
17
年
11
月
末
現
在
の
実
施

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数
…
０
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る
決

　

定
状
況　
　
　
　
　
　

…
０
件

・
不
服
申
立
て
の
件
数　

…
０
件

情
報
公
開
制
度
は
、
よ
り
開
か

れ
た
町
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、町
が
持
つ
情
報
（
公
文
書
等
）

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
公
開
し

て
い
く
制
度
で
す
。

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
な
ど

が
開
示
請
求
で
き
ま
す
が
、
開
示

す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
、
法
人
、
団
体
な
ど
の

正
当
な
権
利
や
利
益
が
侵
害
さ
れ

た
り
、
町
の
公
正
か
つ
円
滑
な
事

務
の
執
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の
あ

る
情
報
は
開
示
で
き
ま
せ
ん
。

　

昨
年
10
月
に
施
行
し
た
本
町
の

個
人
情
報
保
護
制
度
で
は
、
町
長

が
各
実
施
機
関
の
実
施
状
況
を
と

り
ま
と
め
、
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
個
人
情
報
保
護
制
度

に
関
す
る
事
務
の
公
正
な
運
営
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
広

く
一
般
に
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
適
正
な
利
用
と
、
制
度
全

体
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
年
度
１
回
公
表
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
11
月
末
現
在
の
実
施

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
示
請
求
件
数　
　
　

…
０
件

・
訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
等
の

　

受
付
件
数　
　
　
　
　

…
０
件

詳
し
く
は
、
総
務
課
（
☎
園

２
０
５
１
）
ま
で
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請

ハ
ウ
ス
の
新
設
・
増
設
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方
へ

森
林
を
伐
採
す
る
場
合

は
、
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
届
出
が
必
要
で
す
。

就
学
援
助
資
金
の
お
申

し
込
み
に
つ
い
て

情
報
公
開
制
度実

施
状
況

個
人
情
報
開
示
の

実
施
状
況

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
産
業
課
（
☎
園

３
８
０
６
）
ま
で
。

さ
い
。
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平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
申
告

相
談
受
付
が
２
月
16
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
さ
れ
る
方
は
必
ず

正
し
い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど  

が
あ
る
人

②
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
次
に
該

当
す
る
場
合

▽
平
成
17
年
中
の
給
与
収
入

が
、
２
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合

▽
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、
地

代
・
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ

れ
ら
の
「
所
得
の
合
計
額
」
が
20

万
円
を
超
え
る
場
合

▽
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
を

受
け
て
い
る
人
で
、
主
た
る
給
与

以
外
の
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
及
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
金
額
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え

る
人個

人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を

超
え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場

合
は
、
原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。国

民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
所

得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告

を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

を
さ
れ
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な

く
、
更
に
加
算
税
や
延
滞
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

①
所
得
関
係
書
類

17
年
中（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）

の
給
与
支
払
報
告
書
・
公
的
年
金

支
払
報
告
書
・
売
上
帳
簿
・
そ
の

他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の　

②
控
除
関
係
書
類

17
年
中（
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）

に
支
払
わ
れ
た
生
命
保
険
・
損
害

保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年

金
等
の
支
払
証
明
書

※
生
命
保
険
・
損
害
保
険
・
国

民
年
金
の
控
除
証
明
書
は
必
ず
お

持
ち
下
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
場

合
は
所
得
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安

全
な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察

や
消
防
、
保
健
衛
生
や
教
育
な
ど

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
、
道
路
や
橋
、

港
湾
や
上
下
水
道
な
ど
の
公
共
施

設
の
整
備
・
充
実
に
充
て
ら
れ
て

③
認
め
の
印
鑑

確
定
申
告
は
、
ご
自
分
の
所
得

金
額
や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要

な
書
類
で
す
。「
確
定
申
告
の
手

引
き
」
や
「
前
年
分
の
申
告
書
控
」

等
を
参
考
に
確
定
申
告
を
ご
自
分

で
正
し
く
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

い
ま
す
。
私
た
ち
が
社
会
の
一
員

と
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

み
ん
な
で
出
し
合
っ
て
負
担
し
て

い
る
の
が
税
金
で
す
。

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、
確

実
な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
グ
リ
ー

ン
日
高
農
業
協
同
組
合
、
和
歌
山

県
信
漁
連
、
紀
陽
銀
行
、
き
の
く

に
信
用
金
庫
、
近
畿
労
働
金
庫
、

郵
便
局
、
ま
た
は
税
務
課
（
☎
園

３
８
０
２
）
ま
で
、
口
座
振
替
さ

れ
る
通
帳
と
届
出
さ
れ
て
い
る
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

町県民税・所得税申告相談日程表
月日 曜日 受付時間 申告場所 地区名

2.16 木 午前 9時～午後 3時 漁 村 セ ン タ ー 阿　尾

2.17 金
午前 9時～午前11時 〃 阿　尾

午後 1時～午後 3時 田 杭 集 会 所 田　杭

2.20 月 午前 9時～午後 3時 老 人 憩 の 家 比　井

2.21 火

午前 9時～午前11時 〃
津久野
小　坂

午後 1時～午後 3時 産 湯 集 会 所 産　湯

2.22 水
午前 9時30分～

午後 3時
日高町ふれあいセンター 町全域

2.23 木 午前 9時～午後 3時 小 浦 公 民 館
方　杭
小　浦

2.24 金 午前 9時～午後 3時 中志賀構造改善センター
小　杭
上志賀
久　志

2.27 月 午前 9時～午後 3時 〃
柏

中志賀

2.28 火 午前 9時～午後 3時 文 化 会 館 谷　口

3. 1 水 午前 9時～午後 3時 〃
下志賀
小　池

3. 2 木 午前 9時～午後 3時 内 原 保 育 所 原　谷

3. 3 金 午前 9時～午前11時 〃 原　谷

3. 6 月 午前 9時～午後 3時 日高町役場職員厚生室
池　田
萩　原

3. 7 火 午前 9時～午後 3時 〃 萩　原

3. 8 水 午前 9時～午後 3時 〃 高　家

3. 9 木 午前 9時～午後 3時 〃
高　家
小　中

3.10 金 午前 9時～午後 3時 〃 荊　木

税務課　☎園３８０２

平
成
　
年
分
所
得
税
申
告
相
談 

17

平
成
　
年
分
所
得
税
申
告
相
談 

17

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

申
告
当
日
お
持
ち

い
た
だ
く
も
の

町
税
は
口
座
振
替
で
！
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御
坊
税
務
署
と
日
高
町
が
、
町

内
中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
た

平
成
17
年
度
中
学
生
の
税
の
標
語

に
、
２
２
６
名
の
応
募
が
あ
り
そ

の
中
か
ら
優
秀
賞
に
３
名
の
方
が

え
ら
ば
れ
、
日
高
地
方
租
税
教
育

推
進
協
議
会
（
前
田　

登
会
長
）

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

○
「
支
え
あ
う　

気
持
ち
で
納
め

る
消
費
税
」

日
高
中
３
年　

中
岡
千
夢
紀

○
「
税
金
は　

未
来
の
僕
等
の
命

綱
」

日
高
中
３
年　

木
村　

宜
樹

○
「
税
金
を　

み
ん
な
で
納
め
て

あ
か
る
い
未
来
」

日
高
中
１
年　

悦
宗　

伸
次

日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、

社
団
法
人
御
坊
納
税
協
会
共
催
、

御
坊
税
務
署
後
援
平
成
17
年
度
中

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
」
の
作
文

で
、
応
募
総
数
２
，
４
９
６
点
の

中
か
ら
日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
（
高
垣
宏
会
長
）
よ
り
１
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

○
「
身
近
に
あ
る
税
」

日
高
中
２
年　

山
下　

奈
珠

税
の
標
語
と
作
文
に
つ
き
ま
し

て
は
中
学
生
の
皆
様
に
た
く
さ
ん

の
応
募
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
税

　
　
　

日
高
中
学
校
二
年

山
下　

奈
珠

最
近
、
私
の
家
の
近
く
に
学
校

の
体
育
館
が
建
ち
ま
し
た
。
田
舎

町
に
住
む
私
か
ら
見
て
、
と
て
も

立
派
な
造
り
だ
と
思
い
ま
す
。
総

工
費
が
三
億
円
も
す
る
と
聞
い
て
、

ど
こ
か
ら
お
金
が
出
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
う
と
、
税
金
か
ら
だ
と

聞
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

そ
の
建
設
費
に
あ
て
ら
れ
た
税
金

は
、
国
・
県
・
町
の
税
金
の
一
部

だ
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
税
金
の
事
を
本
当
に
よ
く
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
す
ご

い
事
も
で
き
る
ん
だ
な
と
、
改
め

て
感
心
し
ま
し
た
。

そ
う
考
え
て
み
る
と
、
私
の
町

に
あ
る
小
学
校
や
中
学
校
、
そ
し

て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・

役
場
・
農
改
セ
ン
タ
ー
・
駐
在
所
・

消
防
署
・
郵
便
局
な
ど
、
多
く
の

建
物
が
建
て
ら
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
私
の
通
う
中
学
校

で
は
、
教
科
書
や
給
食
の
一
部
に

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
私

も
サ
ー
ビ
ス
を
身
近
に
受
け
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
公

共
施
設
や
、
い
つ
も
あ
た
り
前
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
こ
れ
た
の
が
、

税
の
お
か
げ
だ
と
分
か
っ
た
時
は
、

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

税
で
私
が
納
め
て
い
る
税
と
い

え
ば
消
費
税
ぐ
ら
い
で
す
。
で
も

私
の
父
母
は
、
色
々
な
税
を
払
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
よ
う
な
、
み

ん
な
か
ら
集
め
ら
れ
た
、
た
く

さ
ん
の
税
金
を
み
ん
な
の
た
め
に

使
っ
て
く
れ
る
の
で
、
私
は
良
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私

の
住
む
町
で
は
、
税
金
を
使
っ
て

『
健
康
診
断
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
利

用
し
や
す
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
を
診
察
し
て
く
れ
る
人
が
診

て
ま
わ
っ
て
く
れ
た
り
、
70
才
以

上
の
人
な
ら
無
料
で
診
て
く
れ
る

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
69
才
以
下

の
人
な
ら
少
し
の
お
金
で
診
て
く

れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
調
べ
て
み

る
と
、
私
達
国
民
は
、「
国
民
健

康
保
険
に
よ
っ
て
医
療
費
の
負
担

が
軽
く
な
る
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
国
民

医
療
費
の
公
費
負
担
額
は
、
国
民

一
人
あ
た
り
一
年
間
で
、
約
八
万

円
も
公
費
負
担
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
の
日
本
の
人
口
は
、

約
一
億
数
千
万
人
で
す
か
ら
、
あ

わ
せ
る
と
そ
う
と
う
な
金
額
に
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
ん
な
に
も

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
事
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
福
祉
・

年
金
の
た
め
に
税
金
が
た
く
さ
ん

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら

最
近
増
税
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
批
判
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
国

民
の
生
活
が
今
よ
り
少
し
苦
し
く

な
る
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
国
民
消
費
生
活
と
税
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
事
は
、
大
変
難

し
い
で
す
が
、
大
切
な
事
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
将
来
税
金
を
納

め
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

も
し
、
私
が
大
人
に
な
っ
て
、

町
の
税
金
を
扱
う
仕
事
に
就
い
た

ら
、
町
の
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
有
効
に
無
駄
な

く
使
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
自
分

も
、
き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

日　程 場　所 時　間 対象者

2月 9日
（木）

日高町
ふれあい
センター

9時30分～
12時

年金所得者

13時～16時

留　意　事　項

（１）当日は、ご自分で申告書を作成していただく内
容となっています。ご自分の申告内容開始時間
に合わせてご出席ください。

（２）当日は、「平成 17年分の確定申告書」の他に「前
年分の申告書控、源泉徴収票、印かん、通帳及
び控除証明書」等申告書を作成していただくた
めに必要な書類を必ずご持参ください。

◆お問い合わせ先
日高町役場　税務課　☎６３－３８０２

確定申告事前相談のお知らせ

税　

の　

標　

語

税　

の　

作　

文
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総
務
大
臣
表
彰
に

行
政
相
談
員
の

谷
口　

恒
一
氏

この広報紙は再生紙を使用しています

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
原
谷

２
３
６
番
地
の
谷
口
恒
一
氏
が
、

平
成
17
年
10
月
12
日
に
そ
の
業
績

が
讃
え
ら
れ
、
東
京
都
港
区
の
虎

ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
総
務
大
臣
表

彰
を
、
県
下
で
１
人
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

谷
口
氏
は
、
平
成
３
年
４
月
に

行
政
相
談
員
に
就
任
し
、
現
在
ま

で
役
所
、
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

受
け
、
公
平
・
中
立
な
第
三
者
的

な
立
場
か
ら
関
係
機
関
に
必
要
な

あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
声

を
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る

よ
う
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
１
か
月
に
か

か
る
医
療
費
は
ど
れ
く
ら

い
で
す
か
。

そ
の
な
か
で
医
療
費
に

占
め
る
割
合
は
ど
の
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
医
療
費
と
し
て
考
え

る
金
額
は
、
一
般
的
に
窓
口
で
支

払
う
金
額
（
一
部
負
担
金
な
ど
）

で
す
が
、
実
際
に
は
そ
の
何
倍
も

の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
て
い
る
医
療
費
が
国

民
健
康
保
険
制
度
の
財
政
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
老
人
医

療
の
伸
び
が
著
し
く
、
全
体
の
約

３
分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
は
、
私
た
ち
が

納
め
る
保
険
料
負
担
の
増
加
を
招

き
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
の
受
け

方
ひ
と
つ
で
医
療
費
の
増
加
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
医
療
費
節
約
の
３
原
則
】

１
．
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

２
．
重
複
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

３
．
時
間
外
受
診
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

皆
さ
ん
、
医
療
費
節
約
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

〇
国
民
年
金
は
ま
ず
届
け
出
か
ら

手
続
き
を
し
な
い
で
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

①
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
国
民
年
金
の
加

入
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
退
職
し
て
無
職
に
な
っ
た
方
、

配
偶
者
の
退
職
に
よ
り
扶
養
さ

れ
な
く
な
っ
た
方
は
、
国
民
年

金
と
な
り
ま
す
の
で
加
入
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
便
利
な
口
座
振
替
手
続
き
を

口
座
振
替
手
続
き
は
、
金
融
機

関
に
納
付
書
、
預
金
通
帳
と
、
通

帳
の
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
な
ら
、
あ
な
た
の
指

定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵

便
局
の
窓
口
ま
で
納
め
に
い
か
な

く
て
済
む
の
で
大
変
便
利
で
す
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

〇
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き

申
請
免
除
制
度
・
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
人
の
届
け
出
後
、
審
査
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
所

得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

〇
国
民
年
金
基
金

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

で
き
る
年
金
で
す
。

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、

全
額
が
所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
民

年
金
基
金
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
６
５
・
４
１
９
２
ま
で

30

（兆円） 
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0

24.4

7.5

31.1
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31.3

11.7

30.4

11.2

30.9

11.8

29.8

10.9

29.1

10.3

28.5

9.7
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25.8

8.2

国
民
医
療
費
の
推
移 

資
料
　
厚
生
労
働
省 

「
平
成
１４
年
度 

国
民
医
療
費
」 

「
平
成
１４
年
度 

老
人
医
療
事
業
年
報
」 

国民医療費（兆円） 

老人医療費（兆円） 

国
民
年
金
の

手
続
き
を
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

医 療 費 節 約 に ご 協 力 を ！

平
成
21
年
5
月
ま
で
に

裁
判
員
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す


